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本社・事務所の場所を 
超えた全社ナレッジ共有 

Net-It Central サイト http://www.oceanbridge.jp/netit/ にて、デモサイト、試用版等を公開しています 

KIBO トップページ Net-It によるマニュアル公開サイト Excel のチェックリストを Web ブラウザで表示
KIBO 画面イメージ 
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ベースのマニュアル公開
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Notes ベースの掲示板によるナレッジの共有 Word のマニュアルを Web ブラウザで表示 スキャニングした社内報も Web ブラウザで表示
●Net-ItTMはInformative Graphics Corp.の米国およびその他の国における登録商標です。 ●その他の社名または商品名等は、各社の登録商標または商標です。 

●Net-It Central 国内総販売代理店 

株式会社オーシャンブリッジ
〒150-0036 

東京都渋谷区南平台町 2-13 南平台大崎ビル 2F

ホームページ: http://www.oceanbridge.jp/ 

E-mail: netit@oceanbridge.jp 
お問い合わせ先 

こ
の印刷物の内容は、2004 年 3 月現在のものです。
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